
身の回りの事象に関する数を整理して表現し、大小関係を捉える学習活動 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

                 

 

 

           

   

 

 

 

   

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

学習活動例   

 活動内容 活用ポイント／留意点 
一斉 
問題の確認 
 
 
 
 
一斉 
課題の確認 
 
 
個別 
自力解決 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
考えの交流 
 
 
 
 
一斉 
まとめ 
 
個別 
適用問題 
 
個別 
振り返り 

１ 問題の確認 
・これまでに学校園で収穫した野菜の
絵を見て、問題を確認する。 

 
 
 
 
２ 課題の確認 
 
 
３ 自力解決 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 考えの交流 
・各自が作成した絵グラフを提示し、
説明する。 

・数の大小を分かりやすく整理する
方法を話し合う。 

  
５ まとめ 
・数を分かりやすく整理する方法を
確認する。 

６ 適用問題 
・よいと思った友達の考えを活用し、
もう一度、絵グラフを作成する。 

７ 振り返り 
 

・学校園でとれた野菜の絵を電子黒板に
提示し、散らばっていると数えにくい
と感じさせることで、分かりやすく整
理するという見通しがもてるようにす
る。 

 
 
 
 
 
・最初に、画面上で野菜の絵を動かした
り、ペン機能で印を付けたりできるこ
とを確認することで、全員が操作しな
がら考えることができるようにする。 

・書き終えたシートは共有フォルダに提
出させ、友達の考えを自由に見ること
ができるようにする。 

・考えをもつことができない児童には、
共有フォルダにある友達の考えを参考
に解決するよう助言し、見通しがもて
るようにする。 

 
・提出された考えをあらかじめ教師が把
握し、意図的指名により説明させるこ
とで、児童が様々な考えに触れること
ができるようにする。 

 
 
 
 
 
・最初に提示した絵と比べることで、数
の大小がすぐに分かるよさが実感でき
るようにする。 

 

◇使用する機能：書き込み、データの共有 

◇使用するアプリ等：学習支援ソフト等 

◇算数科「わかりやすくせいりしよう」：小学校１年 
◇ねらい：身の回りの事象に関する数の大小関係を、整理して表現し、事象の特

徴を捉えることができる。 

◇ＩＣＴの活用により期待される効果 

・絵を動かすだけで表現できるので、低学年のどの児童もまずはやってみようという気持ちをもつこと

ができる。 

・画面上で絵を動かしたり囲んだりすることが容易にできることで、児童は試行錯誤しながら多様な考

えをもつことができる。 

・各自が作成した絵グラフ等を共有することで、自分と友達の考えの差異点や共通点が把握でき、自分

の考えを見直したり、友達の考えを聞きたいという意欲を高めたりできる。 

導 

入 
展 

 
 
 
 
 
 

開 

ま 

と 
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やさいのかずをわかりやすくせいりしよう。 

がっこうえんで、たくさんとれた
やさい、あまりとれなかったやさ
いはなんでしょうか。 

トマト な す ピーマン すいか 


